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貸与機器について

応募チームの内、書類審査で機器貸与チー
ムが決まります。

機器貸与チームは、貸与機器を使用して予
選に参加することができます。

その他のチームは、貸与機器と同じ機器を
使用することで、予選に参加することができ
ます。



説明内容

1. レスコンボードの概要(8分)

1. レスコンにおけるロボット操縦システムの概要

2. レスコンボード[ハードウェア]

3. レスコンボード[ソフトウェア] 

2. バッテリの安全性(7分)

1. バッテリの安全性確保の目的

2. バッテリの危険性

3. 使用可能なバッテリ

3. 貸与機器(5分)

1. レスコンボード関連の貸与機器

2. 充電器

3. レスコンボードに関する情報源



１．レスコンボードの概要

1. レスコンにおけるロボット操縦システムの概要

2. レスコンボード[ハードウェア]（TPIP-3）

3. レスコンボード[ソフトウェア](レスコンボード内のプログラム)

1 レスコンボードの概要



1-1 レスコンにおける
ロボット操縦システムの概要

第16回レスキューロボットコンテスト規定第1部
Rev.16-01 

2.3.2 無線機器
競技会において、チームが利用できる無線機器については、以下の通り定める。

A.利用できる無線機器
利用できる無線機器は、実行委員会が指定した「無線LANを利用した制御基

板」（以下、レスコンボードとする）のみである。その他の電波機器に関しては
同じ電波帯を利用する機器や、同じ電波規格を利用する機器であっても、利
用は認められない。また、指定された電波機器および競技システムで利用し
ている電波機器の送受信を妨げる機器を使用してはならない。

1-1 レスコンにおけるボット操縦システムの概要



1-1 レスコンにおける
ロボット操縦システムの概要

第16回レスキューロボットコンテスト規定第1部
Rev.16-01 

B． レスコンボードの利用

1. レスコンボードは、ハードウェアを改造してはならない。
2. ロボット操縦に使用するパーソナルコンピュータ側のソフトウェアは、自作した

ものを利用しても良い。
3. レスコンボードのうち、TPIP3(2)ボードは追加自作ソフトウェアをインストール

することができる。ソフトウェア開発環境は、TPIPユーザコミュニティで公開さ
れているものに限る。追加自作ソフトウェアは、TPIP3(2)ボードのメモリ領域
にインストールしTPIP3(2)の組込Linuxにて実行できるものに限る。
TPIP3(2)ボードに元々プリインストールされているファームウェア・組込Linux

の改造は認めない。

1-1 レスコンにおけるボット操縦システムの概要



1-1 レスコンにおける
ロボット操縦システムの概要

第16回レスキューロボットコンテスト規定第1部
Rev.16-01 

B． レスコンボードの利用
4. ロボット操縦に使用するパーソナルコンピュータ側のソフトウェア、およびレス

コンボード用追加自作ソフトウェアを開発した場合、TPIPユーザコミュニティ
にソースコードを公開する必要がある。TPIPユーザコミュニティとは、レスコン
ボード（TPIPボード）を使用したソフトウェア・システム開発の情報交換用の
ウェブサイトである。TPIPボードの利用者のみが、登録および利用ができる
ウェブサイトである。詳細は、別途指示する。

5. 自作ソフトウェアに起因する不具合に関しては、チームの責任とする。
6. 無線LANの通信規格は、実行委員会が指定したものを使用すること。
7. チームが使用するIPアドレス、帯域は、実行委員会が指定したものを使用す

ること。

1-1 レスコンにおけるボット操縦システムの概要



1-1 レスコンにおける
ロボット操縦システムの概要

第16回レスキューロボットコンテスト規定第1部
Rev.16-01 

C． 利用できるレスコンボードの数
レスコンボードの使用数は制限しないが、5セット以上での動作は保証されな
い。

D． 貸与
機器貸与チームに対し実行委員会よりレスコンボードを3セット、PWM増設
基板3セット、USB無線ドングル3セット、リチウムリン酸鉄専用充電器1セット
を貸与する。

E． チームが用意した無線機器の利用
実行委員会が指定した機器をチームが用意する場合、それら機器を利用し
ても良い。なお、実行委員会が指定する機器の詳細は別添に示す。

1-1 レスコンにおけるボット操縦システムの概要



レスコンボードを用いた
無線LANによる遠隔操縦システム

1-1 レスコンにおけるボット操縦システムの概要

競技会開始直前に，競技用無線LANカードを貸出する．
無線LANカードを抜き差ししやすい構造にロボットを設計する必要がある．



コントロールルーム構成図

1-1 レスコンにおけるボット操縦システムの概要

操縦用PCはチームで準備

PCのOS

XP ◎

VISTA △

7 ◎

8 ○



予選・本選における無線機器の
接続の確認について

１．実行委員会が行う接続確認において確認
できている無線機器について、競技開始時
トラブルが発生した場合、実行委員会（電波
管理技術G)がチームに対し助言を行う。

２．実行委員会が行う接続確認において確認
が出来ていない無線機器についてはチーム
の責任とし、競技の進行は時間通りに行う。

1-1 レスコンにおけるボット操縦システムの概要

別添３



1-2 レスコンボード
ハードウェア

 TPIP－3 3台 貸与

購入も可能

 5セット以上での動作は保障されない

 3月にレスコンボード講習会を行う ．

（神戸会場 東京会場）

 機器貸与チームには会場で機器を貸与

 その他のチームはオブザーバとして参加可能

1-2 レスコンボード [ハードウェア]



レスコンボード システム構成

サンリツオートメイション社製遠隔操作IP システムを導入

表示内容

・ＣＣＤカメラ映像（リアルタイム動画）

・ＩＰアドレス（接続先アドレス）

・無線ＬＡＮ通信接続状態

・バッテリー電圧（残量）

・各入出力値

DCモータ

RCサーボモータ

DCモータアンプ

汎用出力

1-2 レスコンボード [ハードウェア]



レスコンボード仕様

映像配信機能とロボット制御機能
無線LANで

•ロボットを遠隔操縦できる！

•遅延のない映像が転送できる！

•センサデータを利用できる！

1-2 レスコンボード [ハードウェア]

競技では，競技用無線LAN機器を渡します．

無線LAN機器を簡単に抜き差しできるように，ロボットを設計してください

通信のためにも，無線LAN機器は外側にあるほうが望ましい．



1-3 レスコンボード[ソフトウェア] 
（レスコンボード内追加自作プログラム）

1. 標準操縦用ソフトウエア

2. コンピュータ側のソフトウェアの自作

3. レスコンボード内追加自作プログラム

4. 自作プログラムの情報源

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



1-3-1標準操縦用ソフトウェア
TPIP_RRC

■競技用PC におけるユーザープログラムはWindows に対応

■ コントローラーのキーおよびIP アドレスの設定は，CVS テキスト形式による

設定変更が可能（プログラムを実行する際に設定が読み込まれる）

■第８回からユーザープログラムの作成を許可．

■ 対応ゲームコントローラー

SONY 純正プレイステーション用コントローラ（正式サポート対象）

USB 接続ゲームコントローラは，ほぼ利用可能

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



1-3-1標準操縦用ソフトウエア

＊TPIP_RRC110の画面です。
TPIP2_RRCもほぼ同じです。

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



1-3-2 コンピュータ側のソフトウェアの自作

 コンピュータ側のソフトウェアの自作により，オリジナ
ルの操縦用アプリケーションを作ることが出来る．

 外界センサを使い，ダミヤンの識別情報を効率的に
得るためのプログラムの開発が可能．

 内部センサを使い，ロボットの状態を確認するプログ
ラムの開発が可能

 画像処理を行うプログラムの作成が可能

 音声の入出力機能の使用するプログラムが可能

 オリジナルの操縦用ハードウエアの開発が可能

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



1-3-3レスコンボード内自作プログラム

第12回大会から、レスコンボードのうち、
TPIP２（３）ボードでは、内部に自作プログラ

ムを転送して実行させることができるように
なりました。

 レスコンボード内自作プログラムにより、例
えばレスキューロボットのライントレースによ
る自律移動などが実現できます。

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



通常のPC操作プログラム

 PCからの命令が

ファームウェアに送
られ、I/Oポートの制
御を行なっています。

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



PC操作プログラムと内部プログラム１

 PCからの制御指令
で、PCからの命令が
優先されます。

 PCからの命令が

ファームウェアに送
られ、I/Oポートの制
御を行なっています。

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



PC操作プログラムと内部プログラム2

 PCからの制御指令
で、内部プログラム
からの命令が優先さ
れます。

内部プログラムから
の命令がファーム
ウェアに送られ、I/O
ポートの制御を行
なっています。

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



1-3-4自作プログラムのための情報源

 TPIP-ユーザーコミュニティー

1-3 レスコンボード [ソフトウェア]



2.バッテリの安全性

1. バッテリの安全性確保の目的

2. バッテリの危険性

3. 使用可能なバッテリ

○レスコンでは、レスコンボードやモータなどの駆動に電池を使います。
使用できる電池
市販状態の
リチウムリン酸鉄充電池、 ニッカド充電池、
ニッケル水素充電池、 密閉型鉛蓄電池
乾電池

2.バッテリの安全性



2-1 バッテリの安全性確保の目的

第16回レスキューロボットコンテスト規定第1部
Rev.16-01 

1.1. レスキューロボットコンテストのフィロソフィー

原則：レスコンの背後には、常に現実のレスキュー活動が控えています。

制限１）競技者や観客の安全を保障しなくてはなりません。

安全性の高いエネルギー源の使用が必要

リチュームポリマー電池の発火問題

2-1 バッテリの安全性確保の目的



2-2 バッテリーの危険性

2-2 バッテリーの危険性



二次電池の怖さ

 ショートさせると急激な放電により高温になり、発
火・爆発のおそれがあります。

 大きな電流を流せるためです。

 過充電により発火・爆発のおそれがあります。

 過放電により故障、発火・爆発のおそれがありま
す。

2-2 バッテリーの危険性



よくあるミス

 並列つなぎのミス→直列でループ、ショートに

 バランス端子からの分圧取り出し

 特定のセルだけ使用し、バランスが崩れる→故障

 充電時の設定ミス

 電圧、容量の間違い

 放電時のミス

 スイッチ入れっぱなし
 充電できなくなる

 衝撃での故障

2-2 バッテリーの危険性



二次電池の扱い

ハンダ付けでパックをつくることもあります

 マッチングという作業を行わないと、性能がでな
い。充電が難しくなる。

ということで、

レスコンでは自作パックは使用禁止です。

2-2 バッテリーの危険性



2- 3 使用可能なバッテリ

第16回レスキューロボットコンテスト規定第1部
Rev.16-01 

2.3.1 ロボット
E． エネルギー源

1. 競技中のロボットのエネルギー源はチームで用意すること。実験フィールドに出動中のロボットに対してエネル
ギー源として商用電源を供給することはできない。

2. 安全のため通常使用時に火気の危険が認められるエネルギー源を使用することはできない。

3. エネルギー源として使用できる電池は、リチウムリン酸鉄充電池、ニッカド充電池、ニッケル水素充電池、密閉
型鉛蓄電池および乾電池である。ただし、それらの電池は市販状態で使用するものとし、自作の電池パック等
の使用は禁止する。

4. 競技会予選・本選よりも早い時期に、それぞれの競技会で使用するすべてのエネルギー源（充電器等を含む）
のリストと取扱説明書（コピー可）を実行委員会に申請する必要がある。申請の無いエネルギー源について、利
用することは認めない。

5. 生命体をエネルギー源として利用することは認めない。

2-3 使用可能なバッテリ



2- 3 使用可能なバッテリ
○使用できる電池
２次電池(充電可能)

リチウムリン酸鉄充電池、
ニッカド充電池、
ニッケル水素充電池、
密閉型鉛蓄電池

１次電池
乾電池

○電池は市販状態で使用する。(取り扱い説明書どおりの使い方)

○自作の電池パック等の使用は禁止する。

○エネルギー源（充電器等を含む）のリストと取扱説明書（コピー
可）を実行委員会に申請する必要がある。

○申請の無いエネルギー源について、利用することは認めない。

市販状態とは、「製造販売
元・型番等が電池に明記され
たもので、取扱説明書等の充
電に関する技術資料が提供
されているもの」を指します。

2-3 使用可能なバッテリ



電池に関する注意事項

※１ハンダ付け等により充電池セルを接合した自作

電池パックの使用は、充電池の内部構造を破壊し、
充電時の制御が正常に行われない恐れがあるため、
安全の観点から禁止します。

直列や並列に接続する場合は必ず電池ケースやコ
ネクター等を用いること。特に、充電時は、必ず、そ
の充電池に附属している取扱説明書にある充電状
態を実現できるように使用すること。

2-3 使用可能なバッテリ



3. 貸与機器

1. レスコンボード関連の貸与機器

2. 充電器

3 貸与機器



3-1 レスコンボード関連の貸与機器（予定）

 レスコンボードセット
 レスコンボード TPIP3 3台

 PWM増設基板 3枚

 無線LANドングル 3個

 セットアップCD 1枚)

 ネットワーク機器 1式 (3点)
 アセスポイント本体

BUFFALO WHR-AMG54
 AC電源アダプタ (アクセスポイント用)
 アンテナ (アクセスポイント用)

3-1 レスコンボード関連の貸与機器（予定）



 レスコンボード周辺機器A カメラセット（3点）
 カメラ本体

 カメラ用AVケーブル

 カメラ用電池ボックス

 レスコンボード周辺機器B

 電源ケーブル 1本

 可変抵抗 1個

 サーボモータ 2個

3-1 レスコンボード関連の貸与機器（予定）

3-1 レスコンボード関連の貸与機器（予定）



3-1 レスコンボード関連の貸与機器（予定）

書類

 カバーレター

 物品借用覚書＋貸与機器品目リスト

 無線LAN機器貸与に関する注意事項

 物品修理・補填報告書

3-1 レスコンボード関連の貸与機器（予定）



3-2 充電器

3-2 充電器



 リチウムリン酸鉄専用の充電器の貸与です．

 リチウムリン酸鉄以外の充電は出来ません

3-2 充電器

3-2 充電器



レスキューロボットコンテストのホームページ
http://www.rescue-robot-contest.org/

からチーム向けページのなかのレスコンボードの項
http://history.rescue-robot-contest.org/common/resconbord.html

を参照してください。

3-3 レスコンボードに関する情報源

3-3 レスコンボードに関する情報源

http://www.rescue-robot-contest.org/
http://www.rescue-robot-contest.org/common/resconbord.html


3-3 レスコンボードに関する情報源

TPIP-ユーザーコミュニティー を参照してください。

会員のページを見るためには，ユーザー登録が必要です。

3-3 レスコンボードに関する情報源
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